（報告様式１　中間報告書）

　　　　年　　月　　日

公益財団法人　日本国際協力財団

　理事長　秋 山　進　殿






団体名　　　　　　　　






代表者役職名　　　　　






代表者氏名　　　　　　(印)

〇〇〇〇年度国際協力ＮＰＯ助成

事業中間報告書

貴財団の〇〇〇〇年度国際協力ＮＰＯ助成による助成を受けた「　　　　事業名　　　　」の実施状況について、下記のとおり中間報告をいたします。

記

	1. プロジェクト名：
	

	2. プロジェクト期間： 
	

	3. 実施地域：
	

	4. 援助対象者及び
対象者数：
	

	5. 上位目標：
	

	6. 事業進捗状況：
事業の進捗状況概要を記載してください。

	

	7. 報告までに発生した課題と取組：
継続案件の場合は、前年度の課題への取組についても記載してください。


	


8. 助成金支出状況（　　　　年〇月〇日～　　　　年〇月〇日）
※表内「費目」「数値」等は記載例　
	費目
	助成受領額

（Ａ）
	支出額

（Ｂ）
	Ｂ/Ａ
	備考

	専門家派遣費
	150.000円
	56,750円
	38%
	

	施設建設費
	440,000円
	600,000円
	136%
	超過分は自己資金で対応

	医薬品購入費
	225,000円
	15,344円
	7%
	10月に執行予定

	物品購入費
	100,000円
	5,000円
	5%
	11月に執行予定

	合計
	915,000円
	677,094円
	74%
	

	自己資金
	350,000円
	135,000円
	39%
	

	他助成金
	230,000円
	85,000円
	37%
	

	総合計
	1,495,000円
	897,094円
	60%
	


· 支出開始日から報告時までを記載してください。
· 自己資金、他助成金の支出状況も必ず記載してください。

· 支出割合が少ない費目または大幅に超過している費目については、説明を備考欄に記載してください。

9. 事業担当者および問合せ先

10. 添付書類（事業の進行状況を証明する写真など）

以　　上

別紙１　（中間報告用）

６．事業進捗状況
	上位目標（申請書に記載した上位目標）

	

	事業目標（当年度に目指すゴール）
	達成度

	
	


	活動実施時期
（実際に実施した時期）
	活動計画
（申請書に記載した具体的活動）
	実施状況
（活動が計画通り進んでいない場合は、その理由と改善策も記載してください。）
	活動実施成果と確認方法

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


＊行数は活動数に合わせ適宜修正してください。
· 申請書「別紙１　事業計画（新規案件）、事業内容（継続案件）」に記載した具体的な活動に対し、実際に行われた活動内容、事業目標の達成状況、専門家の派遣状況などを記載してください。
· セミナーやワークショップ開催などの活動は、表を利用するなどし、「いつ」「どこで」「誰が」「誰に対して（人数含む）」「何を」「どのように」指導し、その「結果」がどうであったかについても記載してください。

· 実施が計画通り進んでいない場合は、その理由と改善策も記載してください。
別紙２　自己評価(該当する項目に☑を入れてください)　 
	スケジュール管理　
	· 計画通りに実施できた
	· ほぼ計画通りにできた
	· 変更が発生した

	変更が発生した原因と改善策

	

	予算管理
	· 計画通りに実施できた
	· ほぼ計画通りにできた
	· 変更が発生した

	変更が発生した原因

	

	事業成果
	· 期待する通りの成果が得られた
	· ほぼ期待する通りの成果が得られた
	· 成果が得られなかった

	成果がえられなかった原因と今後の対策

	

	当初期待していなかった成果や社会的影響等
	· あった
	· なかった

	あった場合はその内容を記載


	評価点：　　　　点（総合的にみた自己評価。100点満点）


活動地域での反響（受益者へのアンケートやコメント等含む）
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